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業績予想の修正に関するお知らせ 

 
 平成 21 年 5 月 15 日の決算発表時に公表いたしました平成 22 年 3 月期業績予想について、下

記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．連結業績予想数値の修正 

平成 22 年 3 月期通期（平成 21 年 4 月 1 日～平成 22 年 3 月 31 日） 
   売上高 

（百万円）

営業利益 
（百万円）

経常利益 
（百万円）

当期純利益 
（百万円） 

1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想(A) 46,000 1,400 1,700 900 26 円 09 銭

今回修正予想(B) 41,500 550 940 200 5 円 80 銭

増減額(B－A) △4,500 △850 △760 △700 －

増減率(％) △9.8 △60.7 △44.7 △77.8 －

（ご参考）前期実績 
（平成 21 年 3 月期通期） 

48,564 271 544 △2,299 △67 円 20 銭

 
２．修正の主な理由 

平成 22 年３月期の第２四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く経営環境につき

ましては、公共投資の減少に加え、企業業績の悪化により民間設備投資の大幅な減少や住宅投資

の回復も見込まれないなど、依然として厳しい状況が続き、また、下半期においてもこの傾向が

顕著になるものと予想されます。 

この結果、売上高については、環境リサイクル事業における建設発生土の発生量の減少及び生

コンクリート事業及び管路事業における建設資材等の需要の減少により、予想を下回る見込みで

あります。 
営業利益及び経常利益については、固定費等コスト削減に努めておりますが、売上高の減少に

伴い、予想を下回る見込みであります。 
当期純利益については、営業利益及び経常利益の落込みに加え、第２四半期連結累計期間にお

いて土地・建物等の減損処理を行ったため、予想を下回る見込みであります。  
 
 ※上記の予想は、本資料発表日現在において入手可能な情報をもとに算出したものであり、実

際の業績は今後さまざまな要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 
以上 


